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        振動装置を用いた振動工学の教育改善の試みについて紹介する．当該講

義ではモデル図から運動方程式の立式へという流れを脱却し，多数のデモ

装置を用いて，受講者が参加できる講義スタイルを構築している．実際の

機械の動きやそのメカニズムを知ることができることから，当該講義は受

講者から高い評価を得ている．講義スタイルや装置については，これまで

に 15 名以上の企業や大学の研究者に見て頂き，改善を行ってきた．当該講
義スタイルは大学だけでなく，企業での研修にも利用することが可能と考

えられる．  
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